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【イチゴの炭疽病対策】

いちごづくりを支える苗作り座談会

日時 ：7月8日(月) 13:30～15:30

場所：喜多猿八本社会議室

講師：中村 洋士
ファイトクローム上級技術顧問

佐賀・長崎を中心に200軒以上のイチゴ農家を栽培
指導。ファイトクローム社 技術顧問として、宮城、
兵庫、山口など他県でも理想のイチゴ作りをテーマに
講習会を開催。生産者目線での栽培指導、BS資材の
上手な活用法などを具体的に紹介する。

緊急開催決定

申込はQRコードから

【炭疽病（たんそびょう）とは】
◦ 炭疽病は、糸状菌（かび）によって引き起こされる
◦ 主に「葉」と「葉柄」と「ランナー」に局部的に黒色（黒くくすんだ色）の病斑が発生

する場合と、病斑が全く見えずにクラウン部が侵されて株が枯死する場合がある
◦ 果実にも発生する場合があり、円形で陥没した黒色の病斑が現れる
◦ 「ランナー」や「葉柄」に発生する病斑は、3mm～7mmの黒色の少しへこんだ楕

円形状のもので、この病斑が拡大すると、その先が萎れて枯死する場合がある
◦ 多湿時には、病斑部に粘液状あるいは粉状の胞子が生じる場合がある
【発病状況】
◦ 親株が潜在感染株だと、その子（孫）苗にも伝染する確率が高くなる　※炭疽病

が発生した親株からとった苗は、「葉柄」に病斑が全く見えないのに萎れて枯れる
ことが多々ある

◦ マルチ被覆後に、ハウス内の気温が上昇すると、潜在感染株が発病しやすくなる
◦ 雨や灌水の時の水滴の跳ね返りにより、土壌表面に残った前作の「発病残さ」か

ら胞子が飛散し伝染する
◦ 発病の適温は28度前後で、高温多湿を好み、気温が下がると発病は止まる
◦ 発病のしやすさは、品種間で差がある

【防除のポイント】
◦ 健全な親株を使用し育成する（無病の株を使用する）
◦ 炭疽病が発病した苗と一緒に育苗した「苗」は親株にしないようにする
◦ 発病した株を見つけたら速やかに撤去し適切に処分する
◦ 密植を避けて風通しをよくします。下葉の除去も有効
◦ 過度の窒素肥料施用は避ける
◦ 化学薬剤は、「早い時期」から「定期的」に、「違う系統の剤」を「ローテーショ

ン散布」すること
◦ 下葉の除去などのクラウンを傷つけるような作業後は、重点的に薬剤散布を

行い予防に努めること

youtube動画

【イチゴの炭疽病登録薬剤】

ブロッコリー,レタス, 非結球レタス, 
キャベツ, はくさい等でも使える

いちご 炭そ病の防除に！

FMCのYoutubeチャンネル「いちごのベリマーク使用」について
綾川町のいちご生産者 高嶋様が紹介されています
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DJI農業用ドローン教習・整備場

当社ドローンスクールのメリット）
1. インストラクターがドローン防除のプロ
2. 測量や自動航行など様々な制御方法を学べる
3. 空散可能な農薬・肥料・資材などの情報を提供
4. 当社防除チームに入り副収入確保も

コーンスターチ由来の保水材

新発売

新登場

DJI T25の実散布使用例

かんきつ防除 オリーブ防除

T25 / T50では散布ノズルにアトマイザー方式を採用、円盤が回転し、遠
心力で液剤を飛ばすアトマイザーは、液滴サイズを変更することが可能で
す。T30標準ノズルの場合最大吐出量が7.2L/分であったのに対し、T25 
/ T50では最大吐出量が24L/分と、3倍以上の性能となりました。
これらの進化により、希釈倍率の関係で散布が難しかった葉菜類や果樹
類での防除にも使用できるようになりました。

DJI Agras T25 / T50で
の防除を定期的に実施中。
見学希望は営業担当まで
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病害防除剤

水田畦畔での上手な雑草対策には高い土壌処理効果を持つ
「カーメックス顆粒水和剤」をお試しください。雑草発生前に
使用することで45～60日間、一年生雑草を抑草できます

「カーメックス顆粒の水田畦畔向け上手な使い方
と注意点」に関するYoutubeリンクはコチラ　→

【注意】カーメックス顆粒水和剤の使用回数は1回です
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喜多社長のフィロソフィ日記「働き方改革と生産性の向上」当社で取り扱う農薬は昼くらいまでに発注 → 次の日には届くことが
多かったが、数年前から様々な仕入先から受注受付時間の早期化や配送運賃の上昇、納品リードタイムの長期化等の変更が次 と々入り
お客様に迷惑をかけたり、在庫保有の在り方に苦慮するようになった。特にこの4月からは自動車運転の業務における時間外労働の上限
規制が開始されたこともありお客様にご迷惑をかけないよう今後更なる対策が必要になってくるものと思われる。

中小企業にも2020年4月より「働き方改革」「時間外労働の上限規制」への対応を求められるよ
うになった。特にドローン防除や害虫駆除作業が増えるこれからの時期は作業と労務管理に板
挟みになりながら毎年現場を回している。「働き方改革と生産性の向上」を車の運転に例えるな
ら、時間内に到着地まで辿り着くために、渋滞の考慮、交通ルール遵守、事故しないように気をつ
けながら、焦らず急いで運転しなければならない。業務についても同様で時間制約のある中で、ス
ピードと品質という相反するものを両立させながら成果を上げるという対応が求められる。
当社で導入しているアメーバ経営には3つの目的がある。（全員参加経営、経営者意識を持った
人材の育成、市場に直結した部門別採算制度の確立）時間や経費という制約の中でお客様の要
望に応えながら成果を最大化しようと一人ひとりが「経営者意識を持つこと」と「全員参加で助け
合うこと」が大切である。
今年も「暑い」「熱い」夏がスタートした。「働き方改革と生産性向上」という両極端を追い求めな
がら全員一丸となりこの夏を走り抜けていこうと思う！！

使用例は
コチラから

「時間外労働の上限規制 わかりやすい解説」（厚生労働省 発行より抜粋）


